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の急性期医療再建に
不退転の決意で

市

　高知県土佐清水市で1923（大

正 12）年に開院した溝渕医院は

2023 年、医療法人聖真会渭
い

南
なん

病院として 100 周年を迎えた。

公的医療機関がない土佐清水

市で同病院は、地域の「市民病

院」的な役割を長らく担ってき

た。現在、市内唯一の救急告示

病院である。

　3 代目となる溝渕敏水理事

長・院長が考える医療の本質

は急性期。しかし就任当時、急

患の約 7 割が市外に搬送され

る状況だった。

　「先代の 1990 年頃、急患の

約 8 割は市内で診ていたので、

それと比べると市の医療が崩壊

しかけていました。市外に搬送

されると車で約 1 時間かかり、

そのまま入院となると、家族も

本人も経済的、精神的、体力

的に大きな負担になります。そ

こで、救急車やウォークインの

救急を一切断らずにもう1 回や

り直そうと、スタッフと救急体

制を再構築し、近隣病院との

連携を整えました。約 2 年で

救急の 8 割が市内完結となり、

現在は適切な医療を提供でき

るようになりました」。

　採算が合わなくても地域に

必要な機能は残さないと、市民

生活が成り立たなくなると溝渕

理事長は警鐘を鳴らす。

海トラフに備え
大規模災害時支援協定結ぶ

南

　南海トラフ巨大地震のリスク

を抱える土佐清水市。同病院は

大規模災害に備え、2009 年に

5 カ年計画で県補助金を活用し

て、2014 年に耐震性を強化し

た新病棟を建設、救急災害支

援室を設置するなど有事に備

えている。

　特に注目すべきは、2012 年

に国内で初めて民間病院同士

での救急ヘリ支援協定を、福岡

県の福岡和白病院（369 床）と

締結したこと。「大規模災害時、

陸の孤島になる可能性が高い

中山間地域では、ヘリコプター

の活用は非常に重要」と考えて

のことだった。

　2017 年には鹿児島県の米盛

病院（506 床）とも支援協定を

締結、行政、高知県、土佐清水

市等による災害訓練時には両病

院からヘリとスタッフの派遣が

あり、連携協力を深めている。

また、同院はDMAT（災害派遣

医療チーム）指定病院にもなっ

ており、地域の住民が安心して

暮らせるための防災医療拠点

さながら「公的病院」として100年
近隣病院と地域社会再生に挑む

■所在地　高知県土佐清水市越前町 6 番 1 号
■理事長・院長　溝渕　敏

とし
水
み

■診療科　�内科、糖尿病内科、呼吸器内科、循環器
内科、消化器内科、外科、脳神経外科、
消化器外科、 整形外科、小児科、眼科、
耳鼻いんこう科、皮膚科、泌尿器科、心
療内科、リハビリテーション科、麻酔科

■病床数　�105 床（地域包括ケア１［50 床］/ 医療
療養１［55 床］）

医療法人聖真会渭
い
南
なん
病院　概要

2012 年に国内で初めて民間病院同士での救急ヘリ支援協定を締結

市内での完結を指向し急性期医療を推進
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としての役割も果たしている。

域医療連携推進法人を設立
民間主導で協調・協働へ

地

　土佐清水市の人口は約 1 万

2,000 人（2023 年）、高齢化率

は 51.5％に上る。全国平均を

はるかに上回る早さで少子高

齢化・人口減少が進んでおり、

近隣の病院も同じ課題を抱え

ていることから、2018 年には

「メディカルケア協同組合」に

参加し、外国人介護技能実習

生の受け入れを始めた。

　2020 年には、市内の病院・診

療所（当院、足摺病院、松谷病院、

あしずり岬診療所）が集まり地

域医療連携推進法人「清水令和

会」を設立し、病病・病診連携

や人材交流を推進。2025 年に

は幡
は

多
た

医療圏内で公的病院を

含む主要病院で組織される地

域医療連携推進法人「はたまる

ネットワーク（仮称）」への参

画も予定している。

　清水令和会の設立には、各病

院の理事長や行政との協議を重

ねて 5 年ほどかかったが、当初

から、市内だけでなく幡多二次

医療圏域まで連携することを構

想していて、当時の高知県知事

にも二次医療圏まで広げるなら

と認定を受けたという。

　「もう競争する時代ではなく、

地域医療を守るための協調が

求められる時代です。残念な

がら行政主導のスピード感で

は正直間に合いません。高知

県は民間が医療の中心で、民

間同士のつながりも強固で、民

間主導でスピーディに協議が

進められています」と溝渕理事

長は言う。

療文化を守り
思いを紡いでいく

医

　「これからの100 年はさらに社

会が変化し、暮らしも地域のあ

りようも変わっていくでしょう。

当院がどんな形になっていくか

ではなく、まずこの土佐清水市

が存続していくために、地域貢

献の視点で何ができるのかを考

える。住民が安心して暮らせる

街づくりを医療者が主導してい

くことが理想だと思います」。

　そのためにも病院の志や「思

い」を引き継いでくれる方々に

バトンを渡すタイミングも大事

だと続ける。「病院でも診療所

でも経営者が変わると、何十

年と培ってきた地域の医療文

化はもちろん、地域経済まで変

わってしまうことがあります。

だから一法人の世代交代では

なく、地域の医療文化を変えな

い継承のあり方を、コンサルタ

ントの方々に支援していただけ

れば」との理事長の熱い思いに

身が引き締まった。

理事長・院長　溝渕　敏
とし
水
み
 氏

1994 年東京慈恵医科大学卒業後に都立駒込病院
外科ジュニアレシデントを経て、高知大学医学部
第 1 外科入局。南大阪病院、須崎くろしお病院派
遣勤務の後、2003 年より医療法人聖真会渭南病
院に勤務。2012 年に同病院院長、2013 年に同
法人理事長に就任。
日本医師会認定産業医、日本医師会認定健康ス
ポーツ医科専門医

よさこいチーム「いなん」。渭南病院チームが母体となり地域住民も参加して 2011 年に結成。
第 70 回（2023 年）高知よさこい祭り「審査員特別賞」受賞。いまや高知でも代表格のチー
ムに。コンセプトは「楽しく、激しく、あでやかに」

2025 年にはオンライン診療を開始予定。
中山間での運転も想定し、軽自動車のキャ
ンピングカー仕様のヘルスケアモビリティを
活用

［理念］
病院ロゴ。渭南地域の位
置図をデザイン化。オレン
ジの三本の矢は、病院のア
イデンティティを世界に発
信することを目指して表現
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